
 

令和２年度「はじめてのエコライフ教室」実施報告 

 

 

はじめてのエコライフ教室を７の保育園等で実施し、２０６名の園児がエコライフにつ

いての授業を受けました。その後６３２名の園児とその家族がエコライフにつながる取り

組みを実践しました。 

 

 

 

 

 

 

●とりくみシート・保護者アンケート集計 

当日参加 
幼児人数 

とりくみシート 
回収枚数 

取組みに参加した 
全家族数 

２０６人 １６５枚 ６３２名 

 

１．取組み結果 

 

市町名 園名
対象児
年齢

幼児
実績数

シート
回収

全取組
人数

実施日 実施時間 担当者名
温暖化防止活動

推進員

1 富山市 光陽もなみ保育園 5 45 38 132 8月28日 10:30~11:30 鳥巣智子 伊藤理恵

2 富山市 呉羽保育所 5 30 30 106 10月6日 10:30^11:30 宮嶋智代 中島晴美

3 富山市 富山短期大学付属みどり野幼稚園 5 26 26 112 10月16日 梶義典

4 富山市 みずはしこども園 4.5 40 28 116 10月21日 10:00^11:00 松井香織 林武子

5 朝日町 いちご保育園 5 16 16 57 1月26日 10:00^11:00 谷口麻理 勝田幸子

6 富山市 上滝保育園 4.5 35 15 63 2月5日 13:00^14:00 伊豆千賀子 野間喜代美

7 射水市 新湊うみいろこども園 5 14 12 46 2月16日 13:30^14:30 野末絵美 久々江とみ子
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２．保護者アンケート 

 ①「はじめてのエコライフ教室」によって、ご家族のエコライフに対する意識は高まり

ましたか？ 

 

 
＜「はい」の理由＞ 

・ペットボトルやプラスチック容器をみると「普通のごみに出したらダメだよ～スーパー

に持っていこう！」など声掛けをしてくれるようになった。 

・日々の生活の中でもったいないと感じるものがいくつもあると改めて気が付いた。 

・普段の何気ない行動がエコライフにつながっていたことに改めて気付く機会になった。 

・つけっぱなしになっている電気に気づくようになった。 

・家族の中で一番小さな子どもにエコライフの取組みを教えられ、わかってはいるものの、

ついついつけっぱなし・・・となっていた年上の兄弟たちには、良い刺激になりました。



声を掛けあいながら継続しています。 

・今まで無意識に見ていたエコのマークを子どもと一緒に考えるようになった。 

 
 
 
 ②１週間実践した取組みの中で、習慣化した取組みはありますか？ 

 

 
＜取組の内容＞ 

・近所の移動は歩きか自転車。 

・食事を残さないようはじめに盛る量を今まで以上に気を付けるようになった。 

・なるべくみんなでお風呂に入る。（温かいうちに） 

・照明をこまめに消すことは、子どもも簡単にできるので一緒にがんばっています。 

 
 
 
＜感想・意見＞ 

・身近なことから始めることが長く続けられる秘訣だと思った。 

・わかっていてもついついやってしまうと感じ、生活の中のむだをあらためて反省。 

・一人で取組むことはなかなか継続することが難しいが、家族みんなで意識を統一するこ

とで励ましあってできるし、地球にも優しいので良い取組みだと感じた。 

・息子はエコライフの取組みが楽しかったようで「①～⑩まで全部したかった」と言って

いました。 

 その思いを大切にこれからも家族で意識しながらエコライフに取組んでいけたらと思い

ます。 

・「残さず食べよう」がいちばん 5歳児に理解しやすい取組みでした。 

・子どもが学ぶだけでなく、大人も改めて考えさせられる活動だなと思います。とても良

かったです。 

・私自身は、日頃からエコライフについて意識をしているつもりでしたが、こうして改め

て家族みんなで取組む機会があることによって、楽しくお互いの意識を高めることができ

良かったです。 

・ＣＯ２や温暖化だけでなく無駄にしないことを考える良い機会でした。 

 

 

 



 

３．令和２年度「はじめてのエコライフ教室」 写真 

10月６日 富山市呉羽保育所 10月６日 富山市呉羽保育所 

10月 21日 富山市みずはしこども園 10月 21日 富山市みずはしこども園 

２月５日 富山市上滝保育園 ２月５日 富山市上滝保育園 

２月 16日 射水市新港うみいろこども園 ２月 16日 射水市新港うみいろこども園 

 

 

 

 

 


